1 , 3 -ビス(サリチリデンアミノ) - 2 -プロパノール類のコバルト錯体の合成と性質 by 中 優子

















本研究で合成した錯体は次の 10 種である。 
[Co3(Hsalpr)2(CH3COO)4] (1)，[Co3(Hclsalpr)2(CH3COO)4] (2)，[Co3(Hbrsalpr)2(CH3COO)4] (3)，
[Co3(Hsalpr)2(CH3COO)2] (4)，[Co6(salpr)2(CH3O)8(CH3OH)2] (5)，[Co6(clsalpr)2(CH3O)8(CH3OH)2] 
(6)，[Co6(brsalpr)2(CH3O)8(CH3OH)2] (7)，[Co6(pnsalpr)2(CH3O)8(CH3OH)2] (8)，
[Co2(pnsalpr)2(CH3OH)] (9)，[Co2(onsalpr)2(CH3OH)] (10) 
	 単離した錯体について，赤外吸収スペクトル，元素分析，拡散反射スペクトル，吸収スペ
クトル，磁化率の温度依存性(4.5-300 K)を測定し，酸化還元挙動をサイクリックボルタンメト
リーにより調べた。さらに単結晶 X 線構造解析により結晶構造を決定した。 
錯体 1~3は Co(III)Co(II)Co(III)の混合原子価錯体で，それぞれのコバルトが六配位八面体型
をとる三核錯体であることが分かった。錯体 4は錯体 1と構造はよく似ているが，
Co(II)Co(II)Co(II)で五配位の三核錯体となっている。錯体 5~8は Co(II)と Co(III)の混合原子価
錯体で，不完全キュバンを 4 つ持ち，それぞれのコバルトがメトキソ酸素により架橋される
ような構造の六核錯体であることが分かった。錯体 9，10は 2 つの配位子のうち 1 つが U 字
型に歪んだ形で配位した二核錯体であることが分かった。錯体 1~3の磁化率の温度依存性を
測定したところ，極低温で磁気モーメントが減少していたが，これはゼロ磁場分裂によるも
のと考えられる。解析の結果，これらの錯体に磁気異方性が見られた。錯体 5~8は極低温で
磁気モーメントが増加しており，これは強磁性的相互作用によるものと考えられる。 
